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現
在
、
牛
の
受
精
卵
移
植
技
術
業
務
は
、

「
当
場
の
黒
毛
和
種
の
受
精
卵
を
譲
渡
す

る
業
務
」
と
、
「
農
家
の
供
卵
牛
か
ら
家

畜
診
療
所
が
採
卵
し
た
後
に
、
受
精
卵
の

検
卵
や
凍
結
処
理
等
を
行
う
業
務
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

受
精
卵
移
植
技
術
を
活
用
す
る
主
な
メ

リ
ッ
ト
は
、
能
力
の
高
い
後
継
牛
の
増
頭

や
乳
牛
に
和
牛
受
精
卵
を
移
植
し
て
酪
農

家
の
収
入
増
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
酪
農
経
営
を
支
援
す
る
目
的
で

十
月
に
鹿
児
島
県
か
ら
供
卵
牛
候
補
を
一

頭
導
入
し
ま
し
た
（
写
真
１
）
。
血
統
は

表
一
の
と
お
り
で
、
こ
の
候
補
牛
か
ら
の

採
卵
は
、
分
娩
後
２
ケ
月
ぐ
ら
い
の
令
和

六
年
六
月
上
旬
以
降
か
ら
と
考
え
て
い
ま

す
（
分
娩
予
定
：
令
和
六
年
四
月
上
旬
）
。

　

そ
の
他
の
繋
養
牛
の
内
、
「
お
が
わ
ち

ほ
」
の
受
精
卵
は
希
望
者
が
多
く
、
昨
年

度
か
ら
抽
選
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

「
お
が
わ

ち
ほ
」
の

受
精
卵
が

当
選
さ
れ

た
方
で
雌

が
生
ま
れ

た
場
合
に

は
、
繁
殖

雌
牛
と
し

て
県
内
に
保
留
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
五
年
十
月
か
ら
、
農
家
の
供
卵
牛

か
ら
採
卵
す
る
農
家
採
卵
は
、
当
場
と
家

畜
診
療
所
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
今
後
、
採
卵
を
希
望
す
る
方
は
、

最
寄
り
の
家
畜
診
療
所
に
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
法
律
上
、
受
精
卵
証
明
書
は
受

精
卵
と
共
に
一
体
的
に
保
管
、
移
動
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に

新
鮮
卵
移
植
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
受

精
卵
証
明
書
の
作
成
に
必
要
な
左
記
の
①

か
ら
③
ま
で
の
書
類
を
採
卵
日
の
前
日
ま

で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
七―

八
九
八―

八
一

一
三
）
等
で
当
場
酪
農
・
肉
牛
担
当
に
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
（
登
記
）
登
録
証
明
書

　

②
授
精
証
明
書

　

③
診
断
書
（
販
売
予
定
が
あ
る
場
合
）

　

今
後
と
も
経
営
改
善
の
一
助
と
し
て
、

受
精
卵

移
植
技

術
が
活

用
で
き

る
よ
う

努
め
て

ま
い
り

ま
す
。

 
 

香
川
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
（
農
業

高
校
３
校
が
加
入
）
に
よ
る
高
校
生
の
乳

用
牛
と
肉
用
牛
の
家
畜
審
査
講
習
会
・
競

技
会
が
当
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

乳
用
牛
の
部
は
七
月
二
十
七
日
に
家
畜

改
良
事
業
団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー
の
岩

間
悟
場
長
に
よ
る
乳
用
牛
の
審
査
の
た
め

の
講
義
と
実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
（
写

真
）
。
そ
の
後
、
高
校
生
ら
は
審
査
競
技

に
臨
み
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
に
出
場
す
る
県
代
表
者
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

肉
用
牛
の
部
の
競
技
会
は
八
月
二
十
九

日
に
県
農
協
の
工
藤
峰
貴
審
査
員
に
よ
る

肉
用
牛
の
審
査
の
た
め
の
実
技
講
習
を
行

い
、
そ
の
後
、
肉
用
牛
の
審
査
競
技
を
実

施
し
、

全
国
大

会
に
出

場
す
る

県
代
表

者
を
決

定
し
ま

し
た
。

　

畜
産

に
興
味

を
持
っ

て
も
ら
う
有
意
義
な
講
習
会
と
な
っ
た
と

思
わ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
供
卵
牛
が
導
入
さ
れ
る
！

新
た
に
供
卵
牛
が
導
入
さ
れ
る
！

表１　香川県受精卵移植用供卵牛名簿

写真１　新規候補牛

農
家
採
卵
業
務
体
制
の
変
更
！

農
家
採
卵
業
務
体
制
の
変
更
！

家
畜
審
査
講
習
会
開
催
！

家
畜
審
査
講
習
会
開
催
！



　

当
場
で
は
自
給
飼
料
増
産
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
令
和
四
年
か
ら
二
年
五
作
の

輪
作
体
系
の
確
立
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

令
和
四
年
度
は
、
一
、
二
作
目
と
し
て
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
二
期
作
栽
培
を
、
三
作
目
と
し

て
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
播
種
を
行
い

ま
し
た
が
、
二
作
目
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
猛

暑
と
水
不
足

の
影
響
で
収

量
は
増
加
し

ま
せ
ん
で
し

た
。
二
年
目

と
な
る
令
和

五
年
度
は
、

令
和
四
年
十

月
末
に
播
種

し
た
三
作
目

の
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
イ
グ
ラ

ス
と
、
四
作
目
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
試
験

を
行
い
ま
し
た
。
三
作
目
の
イ
タ
リ
ア
ン
ラ

イ
グ
ラ
ス
は
早
晩
生
の
異
な
る
三
品
種
で
比

較
し
た
結
果
、
晩
生
品
種
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

イ
タ
リ
ア
ン
が
最
も
多
収
と
な
り
ま
し
た

（
図
１
）
。
四
作
目
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、

一
、
二
作
目
と
同
じ
品
種
で
比
較
し
た
結
果
、

晩
生
品
種
の
夏
皇
が
最
も
多
収
と
な
り
ま
し

た
（
図
２
）
。

　

現
在
は
、

五
作
目
と
な

る
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
イ
グ
ラ

ス
を
十
月
に

播
種
し
、
令

和
六
年
三
月

の
収
穫
を
目

指
し
た
栽
培

試
験
を
行
っ

て
い
る
と
こ

ろ
で
す
（
写

真
１
、
２
）
。

　

昨
今
、
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
栽

培
に
お
い
て
収
穫
後
の
野
菜
残
渣
の
処
理
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
残
渣
は
収
穫

後
に
多
量
に
発
生
し
、
次
期
作
栽
培
の
た
め

に
は
短
期
間
の
野
菜
残
渣
の
処
理
が
必
要
で

す
。
従
来
の
野
菜
残
渣
の
処
理
は
焼
却
が
一

般
的
で
し
た
が
、
昨
今
の
環
境
負
担
軽
減
に

対
す
る
意
識
の
高
ま
り
か
ら
焼
却
処
理
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
焼
却
以
外
の
処
理
方
法
と
し

て
タ
ヒ
ロ
ン
バ
ッ
グ
と
堆
肥
等
を
活
用
し
た

野
菜
残
渣
の
堆
肥
化
を
検
討
し
ま
し
た
。
タ

ヒ
ロ
ン
バ
ッ
グ
は
、
通
気
性
に
優
れ
た
バ
ッ

グ
で
家
畜
ふ
ん
尿
を
バ
ッ
グ
内
で
堆
肥
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
バ
ッ
ク
内

の
水
分
調
整
と
発
酵
促
進
を
目
的
に
、
副
資

材
と
し
て
、
牛
糞
、
鶏
糞
、
米
ぬ
か
の
そ
れ

ぞ
れ
の
添
加
に
よ
る
発
酵
状
態
の
比
較
試
験

を
行
い
ま
し
た
（
写
真
１)

。

　

試
験
方
法
は
、
イ
チ
ゴ
の
収
穫
が
終
わ
っ

た
七
月
上
旬
に
残
渣
を
回
収
し
、
バ
ッ
グ
に

残
渣
と
そ
れ
ぞ
れ
の
副
資
材
を
二
：
一
の
比

率
で
詰
め
た
も
の
と
残
渣
の
み
の
計
四
区
で

試
験
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
区

も
温
度
上
昇
が
み
ら
れ
、
特
に
鶏
糞
添
加
区

と
米
ぬ
か
添
加
区
は
発
酵
の
温
度
が
六
十
℃

を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
米
ぬ
か
添
加
区
は
、

長
期
間
の
温
度
上
昇
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
図

１
）
。
発
酵
に
伴
う
悪
臭
に
つ
い
て
は
、
鶏

糞
添
加
区
で
ア
ン
モ
ニ
ア
が
微
量
に
発
生
し

た
ほ
か
は
、
硫
化
水
素
や
メ
ル
カ
プ
タ
ン
等

の
発
生
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

試
験
後
、
バ
ッ
グ
内
の
水
分
や
乾
物
重
は

半
分
以
下
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
イ

チ
ゴ
残
渣
の
原
型
が
残
り
ま
し
た
。
今
後
、

堆
肥
化
処
理
後
の
残
渣
処
理
に
つ
い
て
は
、

検
討
す
べ
き
課
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

方
法
が
野

菜
残
渣
処

理
と
堆
肥

の
有
効
活

用
の
一
助

と
な
れ
ば

と
思
っ
て

い
ま
す
。

タ
ヒ
ロ
ン
バ
ッ
グ
と
堆
肥
等
を
利
用
し
た

イ
チ
ゴ
残
渣
の
堆
肥
化
試
験

タ
ヒ
ロ
ン
バ
ッ
グ
と
堆
肥
等
を
利
用
し
た

イ
チ
ゴ
残
渣
の
堆
肥
化
試
験

飼
料
作
物
輪
作
体
系
（
二
年
五
作
）

確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

飼
料
作
物
輪
作
体
系
（
二
年
五
作
）

確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て写真２　

５作目イタリアンライグラス
写真１
４作目トウモロコシ

図１　イチゴ残渣の堆肥化試験
　　　(発酵温度の推移)

写真１ タヒロンバッグを
利用した堆肥化試験



　

オ
リ
ー
ブ
飼
料
と
は
オ
リ
ー
ブ
搾
油
後
の

果
実
を
加
工
し
た
も
の
で
す
。
香
川
県
の
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る
オ
リ
ー
ブ
地
鶏
は
、
鶏
飼
料

に
０
．
五
％
の
オ
リ
ー
ブ
飼
料
を
混
ぜ
、
出

荷
前
の
二
週
間
以
上
給
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
地
鶏
の
特
徴
は
、
鶏
飼
料
の
み
を

与
え
た
地
鶏
と
比
べ
て
、
肉
中
の
旨
味
成
分

(

グ
リ
シ
ン
と
コ
ハ
ク
酸)

が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、

今
回
、
オ
リ

ー
ブ
飼
料
を

ブ
ロ
イ
ラ
ー

に
給
与
し
た

時
の
生
産
性

や
肉
中
の
成

分
、
食
味
に

及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た 

(

写
真
１)

。

　

飼
育
試
験
は
、
オ
リ
ー
ブ
飼
料
添
加
区

（
試
験
区
）
と
無
添
加
区
（
対
照
区
）
と
し

ま
し
た
。
試
験
区
は
三
区
設
け
て
、
飼
育
試

験
終
了
前
の
二
週
間
、
鶏
飼
料
に
そ
れ
ぞ
れ
、

オ
リ
ー
ブ
飼
料
を
０
．
一
％
、
０
．
三
％
、

０
．
五
％
添
加
し
給
与
し
ま
し
た
。

　

体
重
、
育
成
率
、
増
体
量
、
飼
料
摂
取
量
、

飼
料
要
求
率
、
屠
体
重
、
各
部
位
の
重
量

（
モ
モ
肉
、
ム
ネ
肉
、
サ
サ
ミ
肉
）
お
よ
び

歩
留
ま
り
で
は
大
き
な
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
肉
中
の
成
分
で
は
、
旨
味
成
分
で

あ
る
ア
ラ
ニ
ン
、
グ
リ
シ
ン
に
お
い
て
、
０
．

五
％
区
が
無
添
加
区
と
比
べ
て
有
意
に
高
く

な
り
ま
し
た
（
表
一
）
。
食
味
官
能
検
査
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
に
お
い
て
、
オ
リ
ー

ブ
飼
料
添
加
区
が
無
添
加
区
よ
り
高
い
評
価

で
し
た 

(

表
２)

。

　

以
上
か
ら
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
オ
リ
ー
ブ
飼

料
を
添
加
給
与
す
る
と
、
肉
中
の
旨
味
成
分

の
増
加
や
食
味
向
上
に
よ
る
高
付
加
価
値
化

が
期
待
で
き
、
生
産
性

に
は
悪
影
響
を
与
え
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

気
候
変
動
に
と
も
な
う
夏
期
の
高
温
化
は
、

人
に
も
家
畜
に
も
影
響
を
与
え
、
家
畜
の
場

合
は
生
産
性
に
直
結
し
て
き
ま
す
。
夏
期
の

高
温
化
は
、
日
本
有
数
の
鶏
卵
生
産
地
で
あ

る
香
川
県
で
も
例
外
で
は
な
く
、
当
該
時
期

に
お
け
る
採
卵
鶏
の
適
正
な
飼
育
方
法
の
確

立
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、

讃
岐
平
野
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
三
木
町

の
当
場
の
鶏
舎
に
お
い
て
、
夏
期
の
高
温
化

の
飼
育
方
法
を
検
討
す
る
た
め
、
そ
の
影
響

の
調
査
を
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
暑
さ
指
数
）
を
用

い
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
協
力
：
香

川
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
）
。
な
お
、

調
査
は
、
令
和
三
年
十
月
十
一
日
孵
化
の
採

卵
鶏
を
用
い
、
令
和
四
年
七
月
二
十
二
日
か

ら
十
一
月
十
五
日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
日
産
卵
量
に
つ
い
て
は
、

鶏
舎
に
西
日
が
差
し
込
む
北
側
で
は
、
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
の
値
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
や
や
少

な
く
な
り
、
そ
の
反
対
側
の
南
側
で
は
、
や

や
多
く
な
る
傾
向
で
あ
り
ま
し
た
が
（
図
１
、

２
、
３
、
４
）
、
鶏
の
産
卵
に
お
い
て
は
、

特
に
大
き
な
悪
環
境
で
な
け
れ
ば
、
鶏
の
日

齢
に
よ
る
影
響
の
方
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
た
だ
、
今
回
の
結
果
か
ら
、
小

さ
い
な
が
ら
も
暑
熱
に
よ
る
影
響
の
兆
候
が

見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
今
後
の
夏
期
に
お
け

る
環
境
悪
化
に
対
す
る
対
応
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
と
考
え
ま
す
。

表１　肉中の含有量（mg/100g）

※無添加区を０点とした場合の各項目の強さ

オ
リ
ー
ブ
飼
料
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
付
加
価
値
を

オ
リ
ー
ブ
飼
料
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
付
加
価
値
を

表２　食味官能検査成績

写真１　飼育試験の様子

鶏
は
暑
い
の
が
嫌
い
？

鶏
は
暑
い
の
が
嫌
い
？図１ 日産卵量（g/羽）

図２ 週齢を合わせた場合の日産卵量（g/羽）

図３　北側日産卵量(ｇ/羽)〔日最高ＷＢＧＴ(℃)〕

図４　南側日産卵量(ｇ/羽)〔日最高ＷＢＧＴ（℃)〕



　

香
川
県
の
ブ
ラ
ン
ド
豚
で
あ
る
「
オ
リ
ー

ブ
豚
」
は
主
に
、
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
種
（
Ｌ
）

と
大
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
（
Ｗ
）
の
交
雑
種
の

母
豚
（
Ｌ
Ｗ
）
と
デ
ュ
ロ
ッ
ク
種
（
Ｄ
）
の

雄
豚
と
の
交
配
に
よ
り
産
ま
れ
た
子
豚
（
三

元
豚
）
に
オ
リ
ー
ブ
飼
料
を
給
与
し
、
生
産

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
「
オ
リ
ー
ブ
夢

豚
」
は
主
に
、
「
オ
リ
ー
ブ
豚
」
と
同
様
の

交
配
に
よ
る
交
雑
種
の
母
豚
（
Ｌ
Ｗ
）
に
、

バ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
（
Ｂ
）
の
雄
豚
と
の
交
配

に
よ
り
産
ま
れ
た
三
元
豚
に
オ
リ
ー
ブ
飼
料

を
給
与
し
、
生
産
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
香
川
県
産
ブ
ラ
ン
ド
豚
の
さ
ら
な

る
生
産
性
（
多

産
や
増
体
）
や

美
味
し
さ
（
肉

質
）
に
優
れ
た

新
た
な
高
品
質

型
オ
リ
ー
ブ
豚

の
生
産
方
法
確

立
の
た
め
、
Ｌ
、

Ｗ
、
Ｄ
、
Ｂ
そ

れ
ぞ
れ
の
品
種

の
特
徴
を
活
用

し
た
（
表
１
）
、

新
た
な
交
配
試

験
を
令
和
三
年

度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

実
施
す
る
交
配
試
験
は
、
四
パ
タ
ー
ン
あ

り
ま
す
（
図
１
）
。
パ
タ
ー
ン
①
は
、
Ｌ
の

母
豚
に
Ｗ
の
雄
豚
と
の
交
配
に
よ
り
産
ま
れ

た
Ｌ
Ｗ
の

母
豚
と
、

Ｄ
の
母
豚

に
Ｂ
の
雄

豚
と
の
交

配
に
よ
り

産
ま
れ
た

Ｄ
Ｂ
の
雄

豚
と
を
交

配
し
、
Ｌ
、

Ｗ
、
Ｂ
、

Ｄ
の
そ
れ

ぞ
れ
の
品

種
の
特
徴

を
四
分
の

一
ず
つ
持
つ
子
豚
（
四
元
豚
）
を
生
産
し
ま

す
。
パ
タ
ー
ン
②
は
、
パ
タ
ー
ン
①
と
同
様

に
四
品
種
の
特
徴
を
そ
れ
ぞ
れ
四
分
の
一
ず

つ
持
つ
四
元
豚
を
生
産
し
ま
す
が
、
雄
豚
が
、

Ｂ
の
母
豚
に
Ｄ
の
雄
豚
と
の
交
配
に
よ
り
産

ま
れ
た
Ｂ
Ｄ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
タ
ー
ン

③
は
、
Ｌ
と
Ｗ
が
そ
れ
ぞ
れ
八
分
の
一
、
Ｂ

が
四
分
の
一
、
Ｄ
が
二
分
の
一
の
品
種
の
特

徴
を
持
つ
四
元
豚
を
生
産
し
ま
す
。
パ
タ
ー

ン
④
は
、
Ｌ
と
Ｗ
が
そ
れ
ぞ
れ
八
分
の
一
、

Ｄ
が
四
分
の
一
、
Ｂ
が
二
分
の
一
の
品
種
の

特
徴
を
持
つ
四
元
豚
を
生
産
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
交
配
パ
タ
ー
ン
の
特
徴
は
、
パ

タ
ー
ン
①
及
び
パ
タ
ー
ン
②
に
つ
い
て
は
、

多
産
の
Ｌ
Ｗ
の
母
豚
と
、
肉
質
の
良
い
Ｄ
Ｂ

や
Ｂ
Ｄ
の
雄
豚
と
の
交
配
に
よ
り
、
肉
質
の

良
い
四
元
豚
が
多
く
産
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
パ
タ
ー
ン
③
及
び
パ
タ
ー
ン

④
は
、
Ⅾ
や
Ｂ
の
品
種
の
特
徴
の
割
合
が
高

い
四
元
豚
た
め
、
よ
り
優
れ
た
肉
質
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

参
考
ま
で
に
本
試
験
に
お
け
る
各
交
配
パ

タ
ー
ン
に
よ
る
四
元
豚
の
皮
膚
色
は
、
パ
タ

ー
ン
①
及

び
パ
タ
ー

ン
②
は
白
、

パ
タ
ー
ン

③
は
白
又

は
茶
の
黒

斑
、
パ
タ

ー
ン
④
は

白
、
茶
の

黒
斑
又
は
黒
の
白
斑
で
あ
り
ま
し
た
（
写
真

１
）
。

　

最
終
的
に
は
、
ど
の
交
配
パ
タ
ー
ン
が
生

産
性
（
多
産
や
増
体
）
や
美
味
し
さ
（
肉

質
）
に
優
れ
て
い
る
の
か
、
令
和
六
年
度
に

明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

令
和
五
年
九
月
十
日
、
徳
島
県
で
令
和
五

年
度
獣
医
学
術
四
国
地
区
学
会
が
開
催
さ
れ
、

「
子
豚
の
ス
ト
レ
ス
を
低
減
す
る
去
勢
時
期

の
検
討
」
を
豊
嶋
主
任
技
師
が
発
表
し
、
地

区
学
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
試
験
で
は
、
０
日
齢
、
七
日
齢
、
二

十
一
日
齢
の
雄
子
豚
を
用
い
て
、
外
科
的
去

勢
時
の
鳴
き
声
・
行
動
・
唾
液
コ
ル
チ
ゾ
ー

ル
値
を
ス
ト
レ
ス
指
標
と
し
て
測
定
し
、
日

齢
に
よ
る
差
を
比
較
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
結
果
で
は
、
唾
液
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル

値
の
低
い
二
十
一
日
齢
が
最
も
ス
ト
レ
ス
を

低
減
す
る
去
勢
時
期
と
結
論
付
け
ま
し
た
が
、

少
な
か
ら
ず
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
い
る
と
い

う
意
識
と
配
慮
は
必
須
で
あ
り
、
今
後
に
お

い
て
も
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
家
畜
管
理
に
寄

与
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
神
戸
市
で

開
催
さ
れ
た
第
四
十
一
回
獣
医
学
術
学
会
年

次
大
会
に
お
い
て
、
地
区
学
会
長
賞
受
賞
講

演
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

高
品
質
型
オ
リ
ー
ブ
豚
の
造
成
試
験
を
進
め
て
い
ま
す

高
品
質
型
オ
リ
ー
ブ
豚
の
造
成
試
験
を
進
め
て
い
ま
す

表１　品種の特徴

図１　実施する試験の四つの交配パターン

写真１　四元豚の皮膚色

地
区
学
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た

地
区
学
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た


